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慢性気管支炎の研究
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Studies on Chronic Bronchitis 

Part 1. Epidemiological Studies on Chronic Bronchitis
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　　　　　　　　　　緒　　冒　　　　　　　　　　　　　　衷正　　調査対無の年令構成

の灘1欝獄舗1露ii、欝鉱　・・令・・…3・一・IO…1「
られる．殊に大気汚染醐h粂轍炎に如何なる関連　A3L　」e361「・231L）3L°92872
をもつか蹴いて｝よ，そ曙染質の鱗い蹴，，辮　　lll二務゜292t　27　J・895

胴遡鰍繍・・冷灘の鰍ど髄　・鵜貿121121111611
要因が朧するため必ずしも覗備じら漁い⑭が　　計　、。262，8。6672。2、72、
疫学的にも社会的にも一一・iつの璽要な課題として取上げ

られている・灘嫡麟の疫学で既づ鵬の鋼1　　　　　調勧法

讐1灘懸灘難鍵薦1響鞭難1灘環1繹’

F1。・。her⑯⑯又はその勲表された・，…、h　M，一た・．記入1’」容紙鴛い1冷」！仁1三所・勤務鵬

・・ca1。，，ea，c、　C。。。、、1⑰の螺を顯するか又は　糊1購・1鯉　ll辮令，驚L餓現：磁｝こ滋の

それに妙腕を厩たもの騨拠する繭。あるが　li乎撚1蹴融である・

殊に疫学柳院V：はその慨念の統一が盟まれている・　　図I　l証踊　査　炎

搬鑛瀧醗灘藁撚t識潔難　麗載朝暑　　　　一
の定義に該当する症例につき考察を加え慢性気管支炎　　　　　　　　　　　1生別　男　女　　fl冷　　　　オ

の診断基準についても検討を加えたので報欝する。　　　　現　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職業（所属）

　　　　　　　　　　調査対象　　　　　　　　　　　　　　【次の間で該当するところに○印をつけて下さい】

　調査対象は松本市近郊A，B，二工場の勤務者中現　　　1・せきをしますか　（する　しない）

捌墜分けた・8掬59才・での男・蜘・72・1名　（，万；舗穿鶴膿循「

でその年令繊醸1のコt　［1　〈である・　　　　　（1）朝だけ（2）一帥（3）昼また腋だけ

　A工場現場は粉塵及びフェノール系又は弗素ガスの　　　　（ロ）飯日のようにせきをしますか　（する　しない）

発生職種を含み，B工場はやはり粉塵の他弗素ガス燐　　（ハ）一年のうち三ケ月以上せきが絨きますか

灘謙備灘奮鍬灘！；潮2．（調1講難訟㌔譲笹チ関剛

濃度に達し且つ高温環境である。　　　　　　　　　　　　一たんの幽る人だけについて一一
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　（イ）一・日の5ちいつたんが出ますか　　　　　　　　　　現住所

　　　（1）朝だけ　 （2）一一日1・II　（3）昼寂たは夜だけ　　　　　　　　　　調1配年月口　　　f’i”　　月　　　日　　身；陛　　　　　cm

　（ロ）毎日のようにたんが出ますか（出る　出ない）　　　　担当　　　　　　　　　　　坐商　　　　cm
r（ハ）一年のうら三ケ月以一1：1たんが続きますか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体近　　　　ieg

　　　（続く　続かない）　　　　　　　　　　　　　　〔間診〕骸幽する項目のはい，いいえを○でかこみ，

　（二）糎こ冬に　（ある　ない）　　　　　　　　　　　　　　　［コ印には中に〉ノをつけて下さい。回答不叫のと

　（ホ）たんの色は　（由色　時如i【1進　何時4レ黄色）　　　　　　きは“いいえ”にすること。

3．　息切れがありますか　（ある　ない）　　　　　　　　　〈せき〉

　　　　息IVM　iのする人だけについて　　　　　　　　　　。冬に朝起きたとき（あるいは朝初8）て煙草を吸

　（イ）、1Aな道を急いで歩くと息切れしますか　（する　　　ったとき外に出たとき）によく喉をしますか

　　　（しム：い）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい　いいえ　　1

　（ロ）階段を一階力・ら：：：階’tEで曹通1屯ヒって息WJ，l　tし　　　（単獄るせきばらいや一回きりのせきは含めない）

　　　ますか　（する　｛．庶い）　　　　　　　　　　　　°夏にはどうですか　　　　　　はい　いいえ　2
　（ハ）階段な一一階ヵ、ら．二階了hで急いて上った時息切れ　　　。冬｝：畳間や夜によく暖なしますか

　　　し召iすか　（する　しノ、臓い）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい　いいえ　　3
4．　汰二〇aここ着烈吸ってし・蜜一¢カ・　（吸っている　　吸っノこ　　　　（時，ノこ衷ぴ）・ぜ1ぎ一1rヨ511』」1．；」，’ド｝よ書rめオにし・）

　　　ことがある　全く吸わ1：cい）　　　　　　　　　　　°夏にはどうですか　　　　　　はい　いいえ　4

　　・　吸っているか叉は吸ったことがある人だけに　　　・1・～4のいずれかに骸当する時

　　　　っいて．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・そのような喉が毎年3ケ月以上ほとんど菰日出

　（イ）たばこの種類（紙巻たばこ　きざみ　その他）　　　　ますか　　　　　　　　　　はい　いいえ　5

　（の現在何本吸っていますか　一臼　　本（寂た　　　・その」：うな咳が毎f卜3ケ月JV，下3週間以上

　　　はグラム）　　　　　　　　　　　　　　　　　ほとんど毎口出ますか　　　　はい　いいえ　5a
　（ハ）何才から吸っていますか　　　才　　　　　　　　　くたん〉
　（昌）過去　10掌代　20オ代　3〔｝オ代　‘10オ代　5〔〕ぎ　　　．冬に朝起；t’たとき（あるいは）lll初めて煙箪な吸

　夫々の木数　　木　　　木　　　本　　　木　　　　　　　ったとき，外に出たとき）によくたんが出ます
　　　イ橋　　60才f覧こ　　70，ぎfSこF：つし・w（：　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　カi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，kL、　　し、し、え．　　6

　　　本　　　イ〈　　　4s　　　　　　　　　　　　　　・裏にはどうですか　　　　　　はい　いいえ　7

　（ホ）着し1卜断又はi喫煙lil：な減らした場脅そび）期間と　　　゜冬に畳間や｛綻によくたんが出ますか（2四以上

　　　理由を御記入願います　　　　　　　　　　　　を含む）　　　　　　　　はい　いいえ　8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・勢こはどうですか　　　　　　はい　いいえ　9
5．　今までにどんな病気をしましたか　　　　　　　　　　6・v9のいずれかに該蝿する時

　　ちくのうと云われたことがありますか　（ある　　　　・そのよ5なたんが毎年3ケ月以上1まとんど毎日

　　　ない　手術した）　　　　　　　　　　　　　　　　出ますか　　　　　　　　　　はい　いいえ　10
　　感園にはどうですかか（からない　かかり易い）　　　・そのようなたんが毎年3ケ月以下3遡闊以上

　　肺炎その他の呼吸器淡患　　　　　　　　　　　　　　ほとんど毎日出皮すか　　　　はい　いいえ　ユOa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～10aのいずれかに該顯するとき

集計融粥昧た呼撚輩鰍の中咳談の剛、か　’k”きやたんがどのくゑい前から続し’ていますか

灘・少・とも・ケ脚繊選び鋤検醐　　　1；離呂1糊ll言

総羅鷲羅難1鑓欝慧雛⊥鄭雛1｛｛1
鰍機融査蹴ては繍・に於て述べ・）　欝鑓贈編島膿箆穿灘讐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」血疾が禺たのはいつですか　　　　　　　　　13d

剛　＝次調査要項　　　　　（蝦の伽た｛陵それぞ欄入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈息切れ〉　冬における状況章こついて聞くこと
勤務先（職業）

@奨N°’　°辮難黙1野縣摺霧騰
氏名　　　　　（男女）昭　年　月生（才）　　問は省く　　　　　　　　　口14
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・平な道を急いで歩くと息切れがしますか　　　　　　　“はい”の場合下欄に詳しくil己入のこと
　　　　　　　　　　　　　　　eよし、　　し・し・貞し　：L4a1

・階段を一階から二階まで上るとぎ患、切れします

　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をよい　　いいえ　14‘し2

‘‘ ﾍい，’の場禽

・他の人と一緒に普通の早さて’道を歩いて息切れ

　がしますか　　　　　　　　　　　　1よい　　いいえ　　．L4b

‘‘

ﾍい　の場台
。他の人と一緒に普通の早さで道を歩いても途中

　で休まなければなりませんか　はい　いいえ　】鵡

年月

鰹鰹をだ蝦i」錦烹窒驚プ諭．

粂週製1ゑ櫻はいいいえ

r＿．即＿”　』　．　，．　1

医師の
診断・名

‘‘

ﾍい，，の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く既往・lii，，r＞

’洗面や更衣のときに息動しがしますか　　v　　　　次の1丙気になったことがあi）ますか（罹病した1ト

　　　　　　　　　　　　　　　はい　いい＞c・．14d　　　令セ記入，拠発な禽む）

f脇で姻い捌・・撚ら・焼　：懲炎　　：iit：1：こ鎧1
　　　　　　　　　　　　　　　はい　いいrc　15　　　。肋膜炎　　　　　　　　　　はい　いいえ　24

“はい”の撚　　　　　　　　　　・肺系、・1核　　　　　はいいいえ25
’風邪をひいたときにしますカ・はいいいえ15・　・ぜんそく　　　　　e」・x，・いいえ26
・風邪をひいてないときでも時々しますか　　　　　　　　　始まった年令

　　　　　　　　　　　　　　　はいいいえ15b　・ちくのう
゜ほとんど蜘（毎晩）ありますカ’　．　　論をしたしない（締航た・1冷・才）

・ぜんそく様嚇撒・た蒜あ櫛15c’獄他嘲器糸の樵な繋力驚、，
　　　　　　　　　　　　　　　はい　いい「c　16　　　　（詳しく説入）

堀雛あ・たの一轍、　嚇獺にかか・たことカ・あ1勲いえ，8a

≦禦鷲撫灘，て影響・・、・すか　゜】野轡な僻蒸気・吸入甑瓢、

㈱す、天候がは。き，し講窺則縫17　（“・thいteの・きe・；a￥・しく記入）

状翻礁因になるものに限る）　　　　〈喫煙〉
“はい”の場禽　　　　　　　　　　　　　　　　　　・たばこを吸っていますか　　　はい　いいえ　30
・どんよりした日でぎりの多い臼に症状が悪くな　　　　　（1カ月前まで毎日1喫煙しておれば‘‘はい”とする）

　りますか　　　　　　　　　ほい　いいえ　17a　　“いいえ”の場含
・スモッグの日に悪くなりますかはい　いいえ17aノ　　　。今までに喫煙したことがありましたか

．寒し・日セこ悪くなりまvg瞬力、　　　　　昏よし・　㍉、㌔・え　　17b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋よし、　し・し・え　　3．1

・暑い日に悪くなりますか　　　はい　いいえ　17c　　　（1印本で1鯛琵1以上は喫煙していないものは1喫

。その他の場合（詳しく）　　　　　　　　　17cノ　　　煙しないものに含める）

　天候によってせき，たんがふえる場合（17a～　　　　　°30・一’31が“はい”の場合下欄に記入して下さい

　17c）にっいて

・その時は息切れがしますか　　はい　いいえ　ユ7d

〈鼻カタル〉

・冬によく鼻が詰まったり郵かぜにかかったりし

　ますか　　　　　　　　　　はい　いいえ　18
・夏にはどうですか　　　　　　はい　いいえ　工9

18または19に該当する場合

＿＿一．．一．一上9・拠麹蝶臨窺鯉才7。7t

哲喬あズ痴ピ　i　I‘一「ゴ
（パイプP週間の9数）1　　　　　’－閲……tt’t…

（、藷間の業数）1　　　『冒馴…L”一’”．　t一

・そのような症状が毎fi二3カ月以上ほとんど毎日　　　　　　　　　　　吸い始姿た年令（　　　）才

　続くことがありましたか　　　　はい　いいえ　20　　　　　　　　，やめた年令　　　（　　　　）才

朧翻講晶纏以輔はな・な　縷購たは購を減らしたこと鋤胞
く休業〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈家族歴〉

・最垂3年間に肺結核，肋膜炎以外の呼吸器関係　　　　　・家族で慢性気管支炎やぜんそくの人がいますか

　の病気で仕事を休んだ（あるいは家に引きこも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい　いいえ　32

　った）ことがありますか　　　はい　いいえ　21　　“はい”の場合詳しく
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〈居但三歴〉　　　　　　　　　　　　　　　表ll　　喫煙量と年今分布
゜糖雛スの影響のある脇1よ樋細し1羅＼1・・”：1；k？・・2。・Q・。5・計

期畔・怜峰所当・与の環境陽聡類
　年から　才から　　　　　農村，山村，
　　　　　　　　　　　　漁村，儒宅，
∠些までL才まで．＿＿＿．．＿商贋t証：揚廼

年から　才からi　　　　農村，1」」村，

年まで：1”　siで1　課：，騰

現大群031861・e！L29247
　ノ」、　IP／；　　　3　　　　72　　　165　　　153　　　　42　　　435

揚非　34961．562・190
A’　　「…一’一．－　r　’山一『一『1m…一一……一…一．…皿一』一一

ミ職歴ヲ…一…ttnv………一一1　　17　　非　　・　　　547

事大群0　4　4　6　317
　xJ、罪群0 210 91．031務　　0　23　7　1．、，2

1麩笙1堕搬ll興騨し現隷1愚11ilg細鵬
；V」間1年令1仕事の・劉『竺編鮒櫨

　　　Il　　　ありなし

　　　ll　レ⑳なし

　　　　　　　　　調査成績　　　　　　計小群3・・。327346…　886
　　1・年令分布・喫煙｛嶺：　　　　　　　　非　79596ユ2745370
　調査対象のBackground　factorとしての年令分布

喫煙鎚：は…旋1，表1Rこ示した。

　調査総数は1721名で年舎分布では40

代がf粥く38．・％次・・で・・才代33．・　　　　　　　　　縢羅
％であり10才代｝よO．5％にすぎない。

60才以上は勤務の性質上0である。喫　　　30

煙、lll：については1日巻煙草20木以上な　20

喫煙量大群，20木未満を喫煙貴小群と　　　10

し訓ミ喫煙群の3群に分けて考えると全　　　％

場非　〔〕：L7235218：北10
B「』一．「．「－1一ゴー．．一　　’…’一一・・…一一・・一…一一一一

事大群0　3　812　932
　　　ノ」、1洋021．224　644
　務非　4　6　5　7　123
　　　大　1洋　　　 0　　　57　　　157　　　195　　　57　　465

　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　B

一巳脇臨咳丑嘘隔
鮒，、35、名（78、5％）が喫煙鞭465　年階1°2°3°4°5°　1°2°・3°4°5°

名（27，0％）は喫煙量大群であり又
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
喫煙着は20オ未満では小数で20才代以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
後急激に増加しその変動は比較的少く

喫醐始・陣は大柵が2・状であ　2°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IO
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

A
B

2．年令と呼吸器症状及び慢性痴　　　年階IO　20　30　40　50　　　　10　20　30　40　50

　管支炎

　調査時の現症としての咳，湊，息切

れ等の呼吸器症状をとり之等の殿を　2°

咳，淡の症状は調査票で「毎日ある」　　　解

と解筈したものを撰んだものであり患

A　　　　島　　　B
　　　　　　　　れ

み・・凱図糠くな・・ここで塁＿＿＿＿〔L　－一．＝L・・L・L［L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆　 10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　　　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50

切れは「平坦な道を急いで歩くと息切 @　　・　　：隆　　，
れする」と解筈したものを選んだ。咳　　　20

％lB工場現場22．6％事務10、1％で　　　年

ある。　淡はA工場現場29・9％，事務

はA工場醐では2L7％諒伽L　5場＿　　ma［L・一一　、L隠ua
…　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・階10　　20　　30　　40　　50　　　　　10　　20　　30　　40　　50

　　　　　　　　　　　気
　　　　　　　　　　　管

四一傭一　　　　　　　　炎　　　～　　　　　＿

23，、2％，B工場醐35．・％，事務・8．3　　剛　｛1冷とll轍瀧撒゜鰻性鱒顛
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表皿　　　年令と呼吸器症状及び慢性気管支炎　　　　A工揚
　　　罐F　　　　【；皆　　　　　　　　　　ユ0　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　言十

「覆『…　－pm…藪7嘆数％』瓢％｝藪…房…『憂薮…7㎝勲…陽

現調査総数　6ユ00・0ユ52・00・0312100．031・エ00．092・00．0872100．0
　　　　【婁　　　　　　　　0　　　0　　　　　29　　　19，1　　　63　　　19，9　　　72　　　23。2　　　25　　27，2　　　189　　2ユ．7

　　　　拶≦　　　　　　　　1　　　16，7　　　　31　　　20．4　　　105　　　33，6　　　　88　　　28。4　　　　34　　　37．0　　　259　　　29．9

場糧性謂膿991a711：闘1：1、1、1：1，ll：1

事調査総数　00　29・°。・〔〕2U〔｝0・02710・、0・18：1・。，0951t〔）。．O

　　　　l咳　　0 0　 00　 416，9　4ユ4，8　211．1　101｛｝．5　　　　重蛮≦　　　　　　　　0　　　0　　　　　　2　　　　6．9　　　　6　　　28．5　　　　9　　　33．3　　　　5　　　27，8　　　22　　　23．2

　　息　　切　　れ，　　0　　0　　　　0　　0　　　　0　　0　　　　0　　0　　　　0　　0　　　　0　　0

務慢性気管交炎・・　…　　　4．8。。　。。　、、．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B工揚

現調査総数　゜°　70100・0222エ00・02871・・．076］．00．。655ユQ〔），0
　　　　咳　　　　　　　　0　　　0　　　　　二L6　　22，9　　　60　　　27．0　　　54　　　18，8　　　18　　　23．7　　　148　　　22、6

　　　　夢ミ　　　　　　　O　　　O　　　　　18　　25．6　　　89　　　39．6　　　98　　　34．2　　　25　　32．9　　230　　　35，1

　　息切れ00　11．5　94．1U3．8　67．9274。．1場鰍購顛…　　　d　73，262．、2．・，6、52．3
事調査総数　410°・Q11100・025ユ00・043100．016100．。99：00．　o
　　　　暖　　O Q　 OO　 3ユ2。0　51ユ．6　2ユ2．5 1010．ユ　　　　疹ミ　　　　　　　0　　　0　　　　　　0　　　0　　　　　　9　　36，0　　　12　　　27．9　　　　7　　43，7　　　28　　28．3

　　息　　切　　｝卜L　　O　　O　　　　O　　O　　　　O　　O　　　　O　　O　　　　O　　O　　　　O　　O

務慢性気管皮炎・。　・・　。・　・。　、6．3i、，。

％で両症状は明らかに蓼揚で購吻こ比べ搬が多v・　み1例（6，3％），であ略瑚の職場別平均では現揚

傾向を示している。年階別に観察するとlr戯同図から　　はA，　B両工揚共に2．3％，都務は夫々1．1・－1％で

分る如く現腸では既に20才代で症状を示すのに対し事　　　ある。50才代では慢性気管支炎の頻度はA工場現場

務では30才代で始り20才代でのi・賭の差はA，B瑚　 は10．9％で著しい高率を示し，B現場では2．6％を示

共2％の危険率で有意の差を示す。その推移では50才　　　しA工場30才代5例（1．6％）と50才代工0例（10，9％）

代までの観察でA工場現場ではほぼ年令と共に頻度の　　　では推計学的に（危険率2％）に有意の差を示しB工

増加を示すが他ははっきりした傾向を示さない。息切　　　場の30才代7例（3．　2％）と50オ代2例（2，6％）は有

れについては両工場共頚：務では認められないが現楊で　　　意の差を示さない。

はA工場では30才代3例（0・9％）40才代3例（0・9　　　　3，喫煙量と呼吸器症状及び慢性気管支炎

％）5°才代2例（2・1％）・B工揚では20才代・例　難が側三気管支炎の有力な駆1の一つに挙1ずられ

（1・5％）30才代9例（4・ユ％）40才代・1例（3・8％）　ているので喫煙と呼吸器症状及び慢性気管支炎の関連

50才代6例（7・9％）を示凶冷と共に頻度の増加を　観ると炎W・，b，図rv・a、　bの如く咳はA工場現

諏める・F1・t・h・rの磁に該粥袖る慢性気骸炎　場喫鵬大群で1よ32．8％，喫騨小群では20，7％，非

（即ち2年以上に罠り冬期3ケ月以上殆ど毎日疲を伴　　　喫煙群9・5％，事務では夫々35，3％，9，7％，2，1％，

5慢性・持纐Lの咳がみ瞬Lるもの）はA工揚現場10　B工場では現場は一k々32．0％，　19．2％12。．0％瀦務で

才代0，20才代1例（O．　7％），30才代5例（1．6％）1　　　は9．4％，13．　6％，0％である。又淡はA現場喫煙量

40才代4例（1・3％），5。才代10例（10．・9％），嚇務で　大群では42．1・／。，喫腿小群では27．ユ％∂1禦煙群で

は30才代にのみ1例（4，8％）でありBエ場現場で肱　　　は19．5％，事務で肱夫々58，9％，32．3％，4．3％，B

lo才代o’20才代o・30才代7例（3・2％），4。才代6　醐では夫々42．6％，34，8％，24．6％，輸では夫々

例（2．1％），50才代2例（2．　6％），專務では50才代の　　　34．　4％，31，8％，13，0％となっている。A，　B工場共喫
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喫煙大群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喫煙小群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非喫煙群

　　　　年癖皆　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　　　　年餐皆　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　1。　　　現　場　　　　島　嘉　務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
　　　　　　　　　　　　　＿［rL．．．＿　〔L
　　　　dド［IU’　　10　　．　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慢

　　　　場　＿現詑＿［kt暮as務［L
　　　　年階1・2・3…　　5・奏1・2・3・．q…
　　　　　図1Va　　喫煙螢と呼吸器症状及びi曼性気管支炎　（Aユ場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喫煙犬群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喫煙小群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非喫煙群

　現 ｲ［』［廟［ゼ窮務－膨＿
年ド皆　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　　　　　i：1現嘘腿ド務薩岨
　　　　　≦ドβ皆　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　息、
　　　　　　　　現　　場　　　　　　　　　　　　　　切　　　事　　務
　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
　　　　　　　　　　　一工〔｝、、，L．．［）ua〔幽
　　　　　年β智　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　，　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慢

　　　　　凱∵、。［」†磯∴，。4。〔愉

　　　　　　図IVb　　喫煙量と呼吸器症状及び慢性気管支炎　（B工揚）

煙最大群に咳，疾が多く認められた。現場事務の比較　　　於てA，B工揚現場，　A工場事脇では前者が有意差で

では喫煙量大群は咳，疾共各年階を通じ両者の間に変　　多い。現場では事繊こ比べ非喫煙群に若年階でもli1歌

動がみられるが年階別に1よ推計学的に有意差は見られ　　　の出現の頻度の多いことが温三鼠される。息切れに就て

ない。喫煙量大群と非喫煙群の比較では30才代以後に　　　は各工場共窺務にほ見られず，Aコニ場現場喫煙量大群
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では2．4％，喫煙量小群0．5％，非喫煙群0％，B工場　　　　　4・　既往症と慢γll然管支炎

現場喫煙母大群では6．5％，喫煙tu”｝：小群3．2％，非喫煙　　　　既往症のうち特に慢性気管支炎との闘連が深いと思

群3．6％でほぼ喫鵬1こ・附する傾向が恥れるが推　われる「ちくのう」を取り上げこれと慢｛’k鱈披炎と

計学的に有意嚇を示さなし・、1　　　　　　び湘関蹴てしらべゾこ・「ちくのう」の既糊・腋：有す

慢性気管支炎と喫燃混の関係では脱場，　，，Sl：’U何れ　るものはA現場全例中11・7％B現卿2・5雌二認めら

も非喫煙群では該当がみられない。A工場現場の喫煙　　　れた。これノ1堅既往症は卸芝検播の記入したものであゐの

量大群では12例（4．9％）t喫煙鋤」・lrp・では8例（L8　　で必ずしも医学的に慢性融｝詳腔炎を」［iしく指すもので

％），B工揚現場の喫煙1，1：大可洋では8例（4・7％）・喫　1よない。防くのう」のある｛洋・ヒない群に就て慢i’ll気

煙量小群では7例（1，9％），A　”1二場小1務では喫煙1且1：火　　　瞥支炎頻度をみると表V，1翼1　Vの如くAり占場ある群で

群は1例（5．9％）のみで喫煙ll髪小群になく．　B工揚　　　は3。9％，ない群では2．1％，　B現」易ある群では3．7

審務では喫煙蹴大群に1例（3・1％）のみで喫煙漁小　　　％，ない群では2．1％に慢性二く湘伎炎が認められ｛卜階

君恥こなくこれを喫煙群（喫煙蹴大翠1／＋喫煙鍍小群）に　　　励1の比較では・10才代までは明らかでないが両現場共50

まとめるとA，B工揚現揚は夫々20例（2．9％），15例　　　才代に於て有意の差で「ちくのう」窟りの群に高頻度

（2，8％），事務では夫々1例（1．1％），／1例（1，　O％）　　　に見られている。

の発生頻度な胴゜。年令ll勺推移では喫煙群A工場で20　　5．大気汚獺羅と呼卿｝｝症状及び慢性気管支炎

才代1例（1．0％），30才代5例（2．0％），40才代4例　　　脱場に於てはA，BJ：二場共高度の大気1弓染に曝囎し

（1。4％），50才代10例（14．1％），B工場で1よ30才代　　　事務に於ては全く隔離されていゐので両工場夫々併せ

7例（3．1％），40才代6例（2．3％），50才代2例　　て比較を識みると表Vl，図、狂に示す如く規楊では瞭

（3，4％）の頻度を示す。　　　　　　　　　　　　　　　22．1％，淡32．0％，患切れ2．3％を示しMi騰では10．3

表V　　既住癒（ちくのう）と慢性気管支炎　　　　　（A工楊）

現場＼＼響皆　・0　20　　30　　40　　50　　計
ちくのう　総　　 数　1100．0　29100．0　34］00．0　25100．　0　13100．0　102100．0

あり慢性気管支炎000012．900323．143，9
　　　　　　総　　　　　　　数　　　　5　100．0　　　123　100．0　　　278　100．0　　　285　100．0　　　　79　100．0　　　770　100．0

な　　　し　　慢性気管支炎　　0　0　　　1　0，8　　4　1。5　　4　1。4　　7　8，9　16　2．1

慕　　務

ちくのう　総　　数　0　　　3100。0　21UO．0　4100．0　0　　　9100．0
あ　　　り　　慢性気管支炎　　0　0　　　0　0　　　0　0　　　0　0　　　0　0　　　0　0

　　　　　　総　数0　26LOO．019ユQO．023100．　0ユ8100．　086100．0
な　　　し　　慢性気管支炎　　0　0　　　0　0　　　1　5．3　　0　0　　　Q　　　　　1　1．2

（B工場）

現場＼＼響　　・・　2・　3・　　4・　　5・　　計
ちくのう　総　　 数　0　　　17100．　0　231QO。0　30100．　0　12100．0　82ユOO．　o
あ　　　り　　慢性気管支炎　　0　0　　　0　0　　　0　0　　　1　3．2　　2　16．7　　3　3．7

　　　　　　総　　　　　　　数　　　　0　　　　　　　　　53　100．0　　　199　100．0　　　257　100．0　　　　64　100．0　　　573　工OO．0

な　し　慢性気管支炎　00　00　84，0　41．6　00　122．1
專　　務

ちくのう　　総　　　　　・数　　0　　　　　　2100，0　　3100．0　　3100．　0　　1iOO．　0　　9100，0

あ　　　り　　慢性気管支炎　　0　0　　　0　0　　　0　0　　　0　0　　　0　0　　　0　0

　　　　　　総　　　　　　　数　　　　4　100．0　　　　9　100．0　　　22　100．0　　　　40　100．0　　　　15　100．0　　　　90　100．0

な　し慢｛蝋骸炎　00　00　00　00　16、7　1・．・1
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A　（現場）

＿一。。［血』盟

25％

　　　ちくのうあり
　　　ちくのうなし

B（現場）

10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　　年F皆　　　　 10　　　20　　　30　　　40　　　50

図V　　既往症（ちくのう）と慢性1気蟹皮炎

Pt　vr　　火気汚染と呼吸器症状及び慢性気讐支炎

＼一・一響1　・・　　2・　　3G　　4・　　5・　　言1・

懸｝一…藪一％一藪「％一“一爽数％藪鴨r藪％｝突数％一

現調査総数　6鵬022210°・OJ”34　iOO・　0597100・0168・00・0・1527　LtOO，O
　　　　I要　　　　　　　　O　　O　　　　　45　　20，3　　123　　23．0　　　ユ26　　21．1　　　43　　25，6　　337　　22，1

　　　　疾　　　　　　　　1　　16．7　　　　49　　22，1　　　194　　36，3　　　186　　31，2　　　　59　　35．］」　　489　　32，0

　　，EX　　切　　躍・L　　O　 O　　　　1　 4．5　　12　 2、2　　14　 2．3　　　8　 4．8　　35　 2．3

場慢1蜘徽炎00　1tl，・5122．2・0・．7、27．、352．3

as調査総数4　100・　04°100．　046100・07010（瓦034・00・°・94・。0・O
　　　　l婁　　　　　0　 0　　　　0　 0　　　　7　15．2　　　9　12，9　　　4　11，8　　20　10．3

　　　　淡　　　　　　　　0　　　0　　　　　　2　　　5，0　　　15　　32，6　　　21　　30。0　　　12　　35，3　　　50　　25，8

　　，喰∫、　　　切　　　 オ・し　　　　0　　　 0　　　　　　　 0　　　0　　　　　　　 0　　　0　　　　　　　 0　　　0　　　　　　　 0　　　0　　　　　　　 0　　　 0

務慢｛蜘骸炎00　00　・2，2　00　、2．9　2ユ．0

　　　　疲　　　雇羅霧　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，再

巳』陶隆隔　＿［L脇脇膨
　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　　　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50

息切れ　　　　　　　　　　　　　　　　慢性気管支炎

Ur　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

＿　［：L＿　嘗L＿　＝コ＿＿　［ユ＿　　　　　＿＿　［山　【訓　・＝コ　　1勲
10　　　　20　　　30　　　40　　　50　　　　　　　　　50　　　　20　　　30　　　40　　　　50

図W　　大気汚染と呼吸器症状及び慢性気管支炎

％，25．8％，O％で何れも汚染曝露の多い現場に呼吸　　　　慢性気管支炎は古くから知られている疾患であるが

器痘状は多い傾向を示し特に若年階に於てその傾向は　　　殊に近年に至って研究方法，検査方法の急速な進歩に

著明である。慢性気管支炎も現場に於て2，3％，事務　　　依り本疾患に就ての記載はより正確となってきている

では1．0％の瀕度を示し現場の方が硝多い。　　　　　　　が現在に至っても尚その定義は一定していない。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は本疾患の発症が極めて潜行性である事その症状が呼

　　　　　　　　　考按　　　　吸器疾患一般に見られる咳，疾或は息切れ等で何等特
　　1．慢性気管支炎の定義　　　　　　　　　　　　　異的なものがなく更に隣撲疾患との鑑別について研究
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者によって考え力う謝1違している塩によゐので16る。　　　　1イ調葭対「象の1ドイナ構成｛1L職場の1’【1質」二ll　l1国i雫ヒ的il？い

しかし疫学的調査を実施するには統計学的指111｛として　　　40・y代にピーク｛レ小Lζい；；1，り従叡慢性気管支侵び｝頻

＿定の定義に？9rついてt’J・2’，・ts・｛・ナれば麟がノよいのでt｛k　膿就銀浜⑳高｛1轡肋搬1眠の、　蹴：及副畑

近の文献より醸的嬢義を2，3　Jmsべ趣の｝細し　⑳，描¢辱の一一ε職脇孕二・いての謝llな淵1赫そ

た定義に就て論じてみるc，　　　　　　　　　　　　　　　　の診HJijl緊lll．に・：）いて1」：F1“Lcherに誰1！う、1，のそ1わ他

　1958年Osw・ld⑲は｛！艶1！il鱒鼓炎とI」：気’1鞍舗ll気　があ！）’必一汽も…隙ていZ、：いt、　Fl（eL・h・r・噺∴ll：1，，

管支の慢性疾患で）との主要症状｝よ咳，淡，呼吸困難で　　　3（｝才から，9ど讃での…般11i民の場合3，9％か1二」IO，8％

あり気辺感染，不適当f：rt気候，大気汚染によ・って悪化　　の頻度をあげてJ［＋li・り，高僑⑳｝よ汚染1薙の高い地区て70

し通常気管支揮購が合併し気【鷺皮の炎症が1口1∫：すれば　　オ代M％の数’跡ごあげ藤田等（銑よC．G，p，の定轟を

肺気腫は避けられないとしlli三状の持続期「llMz明確でな　　　姦照し川』ら咳淡の持ii’／，liなLケ川Lし激場llrでの郵11女職

く息切れを症状の一つに入れ，また肺気腫な慢性気管　　　貫に於けと：，禦計では降塵1’il1：の大小地1く1で2，6駕から

支炎の終宋近匡状と考えている。しかしこの様に定濁す　　　5．1％の範り聴示し又秋山等⑤はillJじくG，G，　P，の

ると単なる髄性蒲僅の気響支炎’liltのみで1なく呼1吸困難　　　定義癒診照しxr－MJI，87％，51）掌代2，58∫なを示！た、，・離

を訴える明らかな肺気腫まで包含する事に．なるので慢1　　　々の凋配でFletcharに依，hば・1人均2，1，％で51〕オ代で

性気管支炎を〕璽ll解すゐには愛当でないと意見を述べる　　　は2，6％から10，9タ〃の範口踊な示し，これくゴ藤田等の1遣

ものが見られ，1959年Fletcher⑦は慢lfJ気瞥支炎の　　　義とllllじくC，G．　P，に準ずると3，5％となり・一・“般に

主症状の中呼吸困難を入れると喘患や肺気腫と漉盃しす　　　低値を示している。アンケート調査で注意す”くき点は

る恐れがあるとして慢｛生気瞥支炎とは「二冬連続的に　　　一次の；集計でFletcherの定鵠竜に骸［1した揚育でも

少くとも3ケ月間殆ど毎1、，1淡をrドう慢挫持続歓のlllEが　　二次の間診での調査では非ii亥駅二なった例がかなりあ

あるもの」と鑓義したQ　また英国のCollcge　of　Gc一　　る。叉11莫，淡の3ケ月未満鉱週以．［描…続のもの或1、｝：

皿…1P・actiti。1・e・’s（C・G・P・）の呼卿1÷疾患研烈E　喉，淡の何れかが3ケ月以．【瀬き1、つ繍i｛1倣の長い

が行った調査⑩に於て1、k・r冬1切伽撚が出翻，鯛・　rtlのがかな拗数に於てみら才晒々の謝忌では57例

少くとも3週聞以上咳疾が出るのが2年以上続く」／f－，　　　（表W）に於てFletcherの定義に該漁しない130rdeτ

平坦地歩背の際息切れがある事」を1麟陰診断の去駆馨と　　　1ineの症例が注目された。そして之等の症例の存在が

している。又取近のBritish　Medical　Research
Council⑰の提案はFletcherのそれに準じているが　　　表皿　Fletcher’s　Criteria非該当の有症状者数

慢【蜘骸炎の礁をより闘賜、、よう硬に次の　　　　　　（B°「de「line　Case）

ような分類もなされている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　B

溜鵠゜孚濃撒、。P＿en、　響職墾繍t2年以」細邑…9
　　　…nch・…　　　　　　騨謹饗1瑠養了マで3週肚tL・・5

　　3chronic　obstructive　broncllitis　　　その他　 54
－一・
凾活黷ﾅはLane⑳，中村⑳は慢性気管支炎症候群の　　「ttt　　　　「’rt　　　…　　　一

もとに取り扱うのがよいという；醐炬上⑫はB＿　、　　『計　　＿、29＿28

chopathyとしてその中で取り扱うことも考えられる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総計57例

との意見をがしている・　吾が園では管理の面から　　　疫tt’i的調査でのFletcherの定拙の1奔」［三の問題の生ず

Fletcherの定義にrhをもたして考えるのがよいと云　　　る所以と考えられる。要は之等対象のll鯉【1気締支炎と

う考え方から脚⑳1よC。11・g・・fG・…alP・・c一　しての他覚llヨ所見溝ら‘i、るかどうかq、柵な1嫁と

titi・ners（C・G・P・）の窺餐の・瞳三状の持纐lll闘に修　F・11・w・Pが，ttt3・，義あるものと考えら、iしる。－klilblEliEil

正を加え過去2ケ年以上に亘って毎年少くとも1ケ月　　検査に較べ殴性気管支炎頻度の比較的少い原囚として

以上咳，疾が続くものを慢性気管支炎と定義した。　　　　は検査対象が40才台にピ・一クをもつ50．才台までと歎う

　吾々は以上種々の定義を参考にしつつ勝に高度の大　　　年舎の｛lil限が大きな因子と考えられ又一方A，　B工場

気汚染の環境を考慮し又息切れは主観的要素が強く統　　　での衛生管理に就いては5年前より集臨装置liを用い汚

計的誤差が大きくなる可能性もあるためこれを除外し　　　染職場の晦穿に努力しているlilも一・LAと誇えられる。

厳密にFietcherの定義を採用した。　　　　　　　　　　しかし咳，疾の症状別頻度に就て他の調査との比較で

　　2，漫性気管支炎の頻度　　　　　　　　　　　　　は藤田①は咳1，7％，疾8，7％秋山③は咳1，26％，療
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3．78％であり本調猷で1よ現場ド均22．1％，1炎32・0％を　　　　患と考えるがすでに述べた檎籔こ．必ずしも厳留な疾．患を

示し著しい増加を示していることがわかる。　　　　　指すものでなく特にぜんそくはその慨念の蓋による誤

　　3．　年令に依る影響　　　　　　　　　　　　　　　が多いと考え之を除外した。慢性副輿腔炎との関係に

咳，疾，息凱、の・1轍；　“1猷並に伽気・i・1・支炎禰　就きK・・t・gener⑭1よd…e・di・・end・Bro・・1・iti・

螂令と共に増加を示すカミこれ翻揚，賄噸，　の言葉を用い気骸炎と曙j係燃べ脚旧⑳は鱒1・

訓喫酬r供同様のff〔向が、認められるの一cl卜桶腰素は　支造影所輩遺上円筒状拡張撚「づ齢慢性知隈炎の9L9

確に伺われる1．）叉30宇代に於て11郵吸器リ1馴犬及び慢｛d気　　％に慢1111」鄭腔炎を証明し童上⑬は慢性気管支炎と気

管支炎の増加が見られ全体i’1勺に2累性の曲線”．示す、，　　　管支造影」二中心牲気管支の変化と末柵気置雪；支の変化の

この傾向は木下⑳，Fcrris⑳，藤田①等の調・甑にもfiq　　21洋に分け前者は慢｛fk副鼻腔炎の既盆三な有する例に商

われ喫煙の衡無，現場1“傍双フ澱こも同様の傾ll胡が認め　　　頻度に児られ後者は1喫煙に由恥するものに高頻度に見

られる。元来慢性気’葭ヌ支炎は老人の病気と二≧われ経過　　られたと述べワぐい福吾々の例では慢ii瓜管支炎は全

が緩慢なるため年令的に或る種の緩解期があるのか父　　　例共喫煙群に属するのでCの関係は明確でなくちくの

は藤田①撃の↓li摘する原因1’1勺に何か異質なものがある　　　うと慢性気管くζ炎との関係も40才代まではlllJl礁でない

のか今後の問題である。　　　　　　　　　　　　　　　　　が両現場共50才’代にちくのうありの群に高頻度に、みら

　　4．　喫煙の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　れるのは他の困子と共にちくのうの影響を物語るもの

　年令と共に呼吸ll：｝症；1犬の頻度が増加する事に就て　　　であろう。

0、w。1d⑳は喫煙の役害llを」E阻ているeまた男女間

の慢性気管皮炎のPrevalenceの相違もSmoking　　　　　　　　　　　　結　　語
h・bit・に於ける灘1・よって、1醐される⑳と・わ、｝・　1蹴7殊・）糊！、侃隙るA，　B：：：i・」肋1賜，

ているΩこの外慢性気・【・1皮炎と喫煙との関係｝よ占くか　　　事拐の男i生従業鍛1721塙に就き呼吸器症状，喫煙量と

ら云・されているが囎が気1重抵抗を増加させて⑳気　醐係醐ベニ～欄餉聰となった17脇輔接に

管支上皮細胞の線巳運動が低下し粘液腺の肥大と分泌　　　よる閥診，及び精轡検診により他1突患な除外し厳密に

増加妹たす⑫睡叡れを・ビ鼎ミ叫と思われる．　」yrr　FI・ヒ・he・の定義に謝した慢”癩戦炎と叛られ

謂haevy　SmOkerの限撃みの決定は人によって色々で　　　る症例の頻度を調べた。

ある．B・inl－n⑨・瞳・喫煙轍備標とした　・一・乎燃獄蹴ては・錠は脇A，　B、1’1：．騨」駅

が多く｝よ1日巻煙草15－・L）0本以上をhaevy　smoker　　・e：21．7％，22．6％，淡ぽ29，9％，35．1％を示しll筋で

としてい乱　吾々はL日20本以上を喫煙量大1洋とし　　　は咳10．5％，1〔〕，1％，淡23，2％，28．3％で何れも脱場

た。この様にして喫煙の影響を見ると咳溺ミ共haevy　　に多いことを認めた。現腸では咳，療共すでに20才代

srnolgerに於て非契煙詳に比し有意の差で多いが喫煙　　　で症状を示すのに対し事筋では3〔〕才代で始り21）才代で

量小1洋と非喫煙群との間に有意差はない。　　　　　　　推計学的に駒泓差を示した。

　患切れに就ては事務では何，｝’Lも存確せず現場に於け　　　　息切れは嘱務では斉lf・階共認められず現岬ではA工

る喫煙量大群と非喫煙群の比鮫では頒度に於て前者に　　　場平均0．9％，B工場4．1％で年階の増加と共に拷貞度

多い傾向を示したが有意差は見られず喫煙i洋と非喫燃　　　の増加を認めた。

群でも同様の傾向を示した。Fletcherの調査⑦⑥で　　　2．　Fletcherの」蛙準に該当し，た慢性気管支炎例は

も喫煙と息切れの関係は他の21il三状饅著明でない。　　　　37例（2，1％）であり，その職場別｛卜階別頻度として

　慢性気管支炎は現場事務を通じて全例共喫煙群に発　　　A工場現易では20才代1例（0．7％），30宇代5例

生しこの事から喫煙の影響はli窪かに大きいと考えられ　　　（1．6％），40才代4例（1．3％），50才代10例qo，9％）

る。劇酬1（喫煙量大群＋喫煙蹴小群）の｛1冷的一1｛i三移　であり，　Bコ揚現場では20才代0，3〔｝才1℃7例（3．2

で圓儲に著明な増加を鋼㎞傾向は肯i頓で述べたゴ｝冷　％），40才代6例（2．1％），50．才1留例（2．6％）であ

的因子と共に喫煙の影響が大いに関係しているものと　　　り嘉務ではA工場30：才代1例（4．8％），B工場50才代

考えられる．一旅岡⑳獣気の汚染が他の邸と協　・例（6，3％）である。

調的に慢性気管支炎を誘幽すると云っているが慢性気　　　AB工場夫々の藥計ではA現場20例（2．396），　B現

管支炎の発症には又内的因子或は素因も贋過する抽よ　　場15例（2．3％），A事務1例（1．1％），　Bl筋1例

出来ないと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　（1．0％）で現場の方が発坐率は高いが頻度としては比

　　5。既往症との関連　　　　　　　　　　　　　　較的低値であった。

　既往症として“ちくのう”“ぜんそく”が重要な疾　　　　3，喫煙里大群は夢i喫煙群に比し，呼扱器症状は有



234－（1026）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で爵　グII・1医　1謎二　第16巻

意差で多く慢性気管支炎例は喫煙量大群では現場A工　　　一郎：呼吸器診療，16：516，1961　　⑳藤田｝’k：之助

場12例（4．9％），B工場8例（4，7％），事務ではA工　　　他：日胸疾会誌，2；247，ユ964　　⑳長浜文雄他；

場1例（5．9％），B工場ユ例（3，1％）のみであり喫　　　日胸疾会認，3：11，1965　　　⑳高橋久雄他；日胸

煙量小群では現場A工場8例（1，8％），B工場では7　　会諒，3：12，1965　　⑳贋崎達他；1三1胸疾会誌，

例（1，9％）で現揚50才代でほ4．8～20．o％の発生頻度　　　2：217，1964　　⑳木下康艮他：口胸疾会誌，2：

を示した。非喫煙群は現1刎1：務共該顯がみられなかっ　　130，1964　　⑱Ferris，　G。　G．　et　al：Anlet’，　Rov，

た。汚染環境下に働く従業艮の呼吸器症状については　　　Resp．　Dis．，86：165，1962　　⑳Oswald、　N．　C，

大気汚染と共に喫煙の膚無も大きな因子として関与す　　　and　Medrei，　V．　C，：Lancct，269：843，1955

るものと考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪Fry，　J．　et　al：Brit．　Med，　J．，2：973，1961

　4．Fletclierの21蕪準にはつれる1『乎吸器症状tu’もつ　　　＠Franklin，　W．　Lowll，　F．　C．：Ann，　Int，　Med，，

ものがかなりの頻度（3．o％）にみられ之等症例の精　　　54：379，ユ961　　⑫Hildin宮．　A．　C，：Dis，　Chest，

密検査及び追助調査が必要と考えられた。　　　　　　　39；357，1961　　⑳畏岡滋：呼吸と循環，12：97，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工964　　　　　⑭1〈artagenar：Handbuch　der　innercn

東灘婁鷲繋筆繋錐饗謄関繍・輪1懸獅傭1鎗：

　稿を終るにあたり御指尊御校閲をいただいた恩削L

戸塚忠政教授に深甚なる謝意を炎すると共に本研究に

終始御助言，御教示いただいた草間昌三助教授，盟月

・一 Y講師に感謝の意を轟し更に本研究に御協力ないた

だいた新潭袈裟ヨ博士に感謝致します。
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